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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

· デイナイトケア、ナイトケアの経過連絡票の確認が終了したため、各自印刷すること。（ナイトケア分は印刷済み）デイナイトケア分はフォントを12ポイントに設定してから印刷すること。デイケア経過連絡票は現在確認中。

· 2/12（木）看護スタッフ対象、2/13（金）介護スタッフ対象のグループ内研修あり。

＜外来患者様情報＞

・鈴木　恵美子　様～担当医にパレンタインチョコを渡している。お返しは何が良いですかと尋ねる

と「せんべい」と答えている。右手の震えを訴えており、担当医からは重い物

を持つことや、寒い場所にいると震えることもあると伝えている。ナパゲルン

軟膏処方。

・富田　紀子　　様～「疲れていない。人形作りをやっている。幸房のバザーに出品する」と話している。食事に関しては青山荘で食べているとのこと。

・平　康子　　　様～「体重が減らない」「税金の申告をしなければならず、そのことがストレスとな

っている」「頭痛は無い」と話している。担当医より食べ過ぎに注意するよう伝

えている。

・中居　松男　　様～「特に問題なく元気に過ごしている。水虫は靴を履いているから治らない」と

話している。

・船場　幸子　　様～「市役所に行き税金の申告をしなければならないが、封筒が無くサンデーまで

歩いて行ったため、デイケアを欠席した」と話している。当番については「今

日当番であったため朝5時に起きた」と話している。

・上久保　善朗　様～「年金の金額が下がる通知が来た。上げる方法は無いか」と担当医に尋ねてい

る。担当医から、年金については行政が決めることであると伝えている。今日

外泊に行くとのこと。

・山田　健次　　様～「特に変わりない。調理をしている。おかずを持ってきてくれる人がいる」と

話している。

・奥山　以衣子　様～右目の脇に湿疹があり「皮膚科には行かず保湿して様子を見ます」と話してい

る。担当医からも様子を見るように伝えている。18日にえんぶりを見に行くと

話している。

・長瀬　紘一郎　様～3/13平和病院受診予定であり、内視鏡の検査はお金がかからないと話している。

血圧が高めであり、担当医より寒い時は外出しないようにと伝えている。

・大久保　康弘　様～おどおどした様子が見られている。「調子は良く、睡眠も取れている。お金を使

ってしまうのでえんぶりは行きません。財布の紐を締めないといけない」と話

している。

・鹿原　博夫　　様～「パン作りは失敗もあるが順調である」とのこと。

・前野　義勝　　様～「調子は良い。腰は体操して調子が良い」「幸房はあと1年だが、その後どうな

るのかわからない」と話している。担当医からうみねこ幸房のスタッフに聞い

てみるよう伝えているが「上の人に嫌われているから」と話している。

・柳町　信之　　様～11：30に本人へ連絡すると「12：10過ぎに行きます」と話し、12時すぎに外来

受診される。「調子は良く、痔の出血も無い。」「テレパシーでデパートやスーパーに行けと命令される。三春屋やさくらのに行っている」「自分にはたくさん子供がいる、全部というわけではないが」と話している。

・中居　美津子　様～バレンタインチョコを担当医へ渡している。赤田整形外科で鼠径部を切開した

件について“セツ”と診断された。毎日通院するように言われたが、昨日も今

日も行く事が出来なかった。明日は受診する予定であると話している。「バス停

で神山に会いました。」と他患者様について話している。筋肉がつる感じがする

との事で、ロキソニン、リンプラール処方となっている。

＜利用者様情報＞

・荒木地　和弥　様～本日来所されており、スタッフからの声がけに対して返答に戸惑う様子が見ら

れている。余暇時間等は、普段通りに他利用者様との交流が見られている。

⇒本人から話を聞き、必要に応じてマナクリニック担当医に情報提供していく。

・大久保　律子　様～自宅にてアイロンがけをしていると眼球上転することがあるとのことで本日

プログラムにてアイロンがけを実施していると「目が上がりそうになった」と

話しており、少し早めに帰宅されている。

・番沢　政勝　　様～両手に手荒れがあり、赤切れ部分に絆創膏を貼っている。

⇒スタッフからはハンドクリームを使用するように促している。

・下口　政子　　様～三戸地域生活支援センターの担当者様とデイケア利用日数について検討してい

る。

⇒春頃を目途に利用回数を増やすことについて、本人を交え検討していく。

・赤坂　順市　　様～食事チェックを2/11（月）から実施している。チェック表には摂取品目のみ記

載があり、摂取量についての記載は無い。スタッフから詳しく摂取量について

尋ねると「夕食―焼きそば２食分、朝食―スパゲティー１袋（３人前）・りんご

３個食べた」と話され、過剰摂取の傾向にあることが明らかとなっている。

⇒今後摂取量についても記載することを伝え、野菜を摂取してから主食を摂取

するなどのアドバイスしている。継続して食事摂取状況を確認し、必要に応じ

て指導していく。

＜利用者様事例検討＞

岩城　敏夫様（69）　主病名：統合失調症

デイケア利用年数：7年5ヶ月　　出席率100％

検討内容
本人からの訴え（被害的発言、不満）に対しての対応について

現状
通所での様子

· 「床屋を利用した時、自分だけお金を多く取ろうと店員が相談している。」「自分は嫌われているから誰かから転ばされるかもしれない」など被害的な発言がある。発言に対して否定すると「いや、そうではない」と全く納得することはない。

· 「自分の要求を聞き入れてくれない、いじわるをする」と青風荘のスタッフに対する不満を話すことがある。

青風荘での様子

· 基本的に被害的な発言は継続してあり、波があるが特別多くなっているということは無い。被害的発言に対して否定すると発言を助長させてしまうため、話題を切り替えるなどの対応をしている。

· 家族の面会時に直接お金を受け取り、そのお金を使って電子辞書を購入することがある。

· デジカメ写真を打ち出して欲しいと依頼あるが、写真がきちんと写されていなかったり、スタッフが対応できる時間ではないことを説明し、対応出来る時間を伝えるが、スタッフがその場ですぐに対応しない事に対して不満を訴えている。本人にはスタッフができる範囲で対応することを説明しているが納得できていない。

· 他入居者とのトラブルは無い。

今後の対応

· 本人の不満に対し、否定せずに傾聴していく。

· 自分の都合だけを考えるのではなく、相手の都合も考えて行動するようその都度説明していく。

＜避難訓練について＞

· 「青陽館防災訓練企画書」を各自確認すること。

· 2/16（月）のカンファレンス時に話し合いを設けるので、分からない事などあればその時に確認すること。










